
中
国
人
民
大
学

「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」

武
　
藤

守

　
中
目
戦
争
の
末
期
、
日
本
軍
占
領
地
区
に
お
い
て
は
国
幣
イ
ソ
フ
レ
、
連
銀
券
イ
ソ
フ
レ
、
儲
傭
券
イ
ソ
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
、
国

民
党
軍
地
区
に
お
い
て
は
法
幣
イ
ソ
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
、
破
局
的
状
態
に
あ
っ
た
。
他
方
、
い
く
つ
か
の
中
同
共
産
党
軍
の
い
わ
ゆ

る
解
放
地
区
に
お
い
て
は
困
難
な
条
件
の
下
に
あ
り
た
が
ら
健
実
な
通
貨
金
融
政
策
が
採
ら
れ
、
日
本
軍
の
敗
退
に
つ
れ
て
地
域
は

拡
大
し
、
ま
た
一
層
健
実
と
な
っ
た
。
通
貨
金
融
政
策
だ
け
が
孤
立
し
て
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
拡
大
発
展
は
解
放
地

区
の
軍
事
的
政
治
的
経
済
的
拡
大
発
展
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
通
貨
金

融
政
策
の
適
確
か
つ
巧
妙
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
い
な
、
そ
れ
以
上
に
驚
歎
に
値
し
た
の
は
、
戦
後
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
通
貨
金
融
政
策
の
適
確
か
つ
巧
妙

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
五
年
八
月
、
目
本
帝
国
主
義
の
敗
退
、
平
和
と
な
っ
て
半
年
後
の
四
六
年
春
か
ら
の
全
地
域
に
わ
た
る
激
し

い
内
戦
、
そ
れ
を
忽
ち
に
し
て
統
一
し
、
蒔
政
権
を
台
湾
に
亡
命
さ
せ
た
中
国
共
産
党
の
軍
事
力
な
ら
び
に
政
治
力
の
偉
大
さ
は
い

　
　
　
中
国
人
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大
学
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国
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流
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う
ま
で
も
な
く
、
四
九
年
一
〇
月
中
華
人
民
共
和
国
成
立
当
時
に
お
い
て
は
極
度
に
混
乱
し
拾
収
の
方
法
さ
え
も
無
い
か
の
如
く
で

あ
っ
た
通
貨
金
融
制
度
を
、
比
類
の
な
い
短
期
問
に
、
中
国
人
民
銀
行
を
中
核
と
し
て
整
備
安
定
さ
せ
、
十
周
年
を
迎
え
た
今
目
に

お
い
て
は
、
ル
ー
ブ
ル
と
並
ん
で
世
界
で
最
も
安
定
し
た
通
貨
と
な
り
、
金
融
制
度
は
飛
躍
的
な
五
ヶ
年
計
画
の
完
遂
を
資
金
面
か

ら
促
進
す
る
重
大
な
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
内
戦
か
ら
建
国
以
後
今
目
ま
で
の
適
確
か
つ
巧
妙
な
通
貨
金
融
政
策
も
、
上
述
し
た
の
と
同
様
に
、
そ
れ
だ
け
を
孤
立
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
中
国
共
産
党
の
領
導
に
よ
る
中
国
の
軍
事
的
政
治
的
経
済
的
拡
大
発
展
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
通
貨
金
融
政
策
の
適
確
か
つ
巧
妙
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
評
価
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
中
国
に
お
い
て
ど
う
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
プ
ル
ク
ス
主
義
通

貨
金
融
理
論
の
優
れ
た
点
、
そ
の
よ
う
な
理
論
を
解
釈
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
が
中
国
の
具
体
的
現
実
の
適
確
な
分
析
の

上
に
適
用
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
の
通
貨
金
融
理
論
お
よ
び
通
貨
金
融
の
発
展
と
現
状
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
戦
後
二
回
に
わ

た
る
中
国
訪
間
、
殊
に
二
度
目
の
中
国
訪
間
に
際
し
て
は
、
主
と
し
て
こ
の
方
面
に
注
目
し
て
見
聞
し
て
来
た
。
各
大
学
で
は
多
く

の
人
六
と
懇
談
し
た
。
ま
た
大
学
で
通
貨
金
融
に
関
す
る
講
義
が
ど
の
よ
う
な
斤
容
で
な
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
た
い
と
努
め
た
・

中
国
人
民
大
学
を
訪
間
し
懇
談
し
た
後
で
、
同
校
の
通
貨
金
融
の
講
義
に
用
い
ら
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
を
贈
呈
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
・

こ
の
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
（
一
九
四
七
年
）
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
に
お
け
る
大
学
の
講
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
研
室
に
属
す
る
人
六
が
、
共
同
討
議
し
て
テ
キ
ス
ト
を
ま

と
め
上
げ
、
そ
れ
に
基
い
て
誰
か
が
講
義
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
も
、
そ
れ
と



全
く
同
様
で
、
中
国
人
民
大
学
の
貨
幣
流
通
信
用
教
研
室
に
属
す
る
周
作
仁
、
楊
承
昨
、
黄
達
、
林
与
権
そ
の
他
の
人
六
に
よ
り
、

財
政
信
用
学
科
の
学
生
が
「
貨
幣
流
通
と
信
用
」
と
い
う
学
科
目
を
履
習
す
る
参
考
書
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
編
者
序

言
）
。

　
中
国
の
大
学
に
お
け
る
中
国
人
民
大
学
の
地
位
か
ら
し
て
、
各
大
学
に
お
け
る
「
貨
幣
流
通
と
信
用
」
と
い
う
学
科
目
の
講
義
内

容
は
、
大
体
に
お
い
て
、
こ
の
．
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
に
よ
っ
て
搾
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
興
味
深
く
読
ん
だ
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
簡
単
な
紹
介
と
批
評
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

二

　
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
は
中
国
人
民
大
学
出
版
杜
か
ら
出
版
さ
れ
、
本
文
は
十
一
章
三
一
二
四
頁
、
二
つ
の
附
録

を
加
え
る
と
四
二
〇
頁
と
い
う
か
な
り
の
分
量
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
も
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
章
別
に
示
せ
ば

次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
章
貨
幣
の
起
源
と
本
質
お
よ
び
機
能
（
一
－
四
三
頁
）

第
二
章
　
貨
幣
制
度
（
四
四
－
六
四
頁
）

第
三
章
　
貸
付
資
本
と
信
用
（
六
五
－
一
〇
五
頁
）

第
四
章
　
擬
制
資
本
と
証
券
坂
引
所
（
一
〇
六
－
二
二
頁
）

第
五
章
　
銀
行
と
銀
行
業
務
（
二
二
丁
ニ
ハ
六
頁
）

第
六
章
　
発
行
銀
行
と
銀
行
券
流
通
（
ニ
ハ
七
－
一
九
四
頁
）

　
　
中
国
人
民
大
学
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
　
（
武
藤
）

八
七
　
　
（
八
七
）

’
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第
七
章
　
紙
幣
と
通
貨
膨
脹
（
一
九
五
上
三
五
頁
）

　
第
八
章
　
国
際
収
支
と
国
際
信
用
（
二
二
五
－
二
五
八
頁
）

　
箪
九
章
　
貨
幣
信
用
恐
慌
（
二
五
九
－
二
七
六
頁
）

　
第
十
章
　
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
時
期
に
お
け
る
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
信
用
制
度
（
二
七
七
工
二
〇
〇
頁
）

　
第
十
一
章
　
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
段
階
に
お
け
る
貨
幣
信
用
制
度
の
危
機
（
三
〇
一
↓
一
…
四
頁
）

　
附
録
一
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
貨
幣
理
論
と
信
用
理
論
の
批
判
（
三
三
五
－
三
七
六
頁
）

　
附
録
二
　
現
代
主
要
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
信
用
制
度
（
三
七
七
－
四
二
〇
頁
）

　
以
上
の
よ
う
な
本
書
の
体
系
は
、
編
著
者
の
塵
言
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
の
ア
ト
ラ
ス
、
ブ
レ
ク
リ
両
教
授
の
著
書
を
参
考
に
し
、
さ

ら
に
自
分
た
ち
の
講
義
に
お
け
る
体
験
に
よ
っ
て
決
め
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
ブ
レ
ク
リ
教
授
の
著
書
「
資
本
主
義
国
家
の

貨
幣
流
通
と
信
用
」
か
ら
大
部
分
の
材
料
を
借
用
し
た
と
も
書
か
れ
て
お
り
、
書
名
ま
で
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
編
集
の
目
的
は
、
上
述
し
た
如
く
、
中
国
人
民
大
学
財
政
信
用
学
科
の
学
生
が
「
貨
幣
流
通
と
信
用
」
に
つ
い
て
学
習
す
る

た
め
の
参
考
書
と
し
て
、
　
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
を
編
集
す
る
よ
う
に
、
中
国
人
民
大
学
貨
幣
流
通
信
用
教
研
室

か
ら
指
令
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
序
言
に
あ
る
如
く
、
　
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
政
治
経
済
学
の
う
ち
、
貨
幣
流

通
と
信
用
に
関
す
る
理
論
を
閲
明
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
特
に
「
資
本
主
義
国
家
に
お
け
る
貨
幣
信
用
体
系
の
構
成
お
よ
び
そ
の
各

．
機
関
の
機
能
と
業
務
」
お
よ
び
「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
に
お
け
る
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
信
用
体
系
の
状
況
お
よ
び
、
そ
れ
が

金
融
独
占
資
本
に
利
用
さ
れ
て
独
占
利
潤
を
獲
得
す
る
経
路
」
に
つ
い
て
詳
述
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
（
編
者
序
言
）
。

　
間
題
が
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
相
当
の
頁
数
で
あ
り
な
が
ら
、
個
次
の
間
題
に
つ
い
て
は
極
め
て
簡
単
に
触
れ
ら



れ
て
い
る
に
過
ぎ
た
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
止
む
を
得
た
い
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
多
少
間
題
だ
・
戸
し
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
け
れ

ど
も
、
杜
会
主
義
杜
会
に
お
け
る
学
生
に
資
本
主
義
国
家
に
お
け
る
貨
幣
流
通
と
信
用
の
間
題
を
学
習
さ
せ
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
杜
会
主
義
杜
会
の
大
学
に
お
け
る
講
義
と
し
て
の
貨
幣
信
用
論
に
関
心
の
あ
る
者
に
と
っ
て
は
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
間
題
に
つ
い
て
階
級
的
立
場
か
ら
、
し
か
も
常
に
具
体
的
事
実
と
の
関
連
に
お
い

て
論
述
が
進
め
ら
れ
て
い
て
明
快
で
あ
る
。
高
度
な
（
？
）
抽
象
的
論
理
の
も
ち
あ
そ
び
は
ど
こ
に
も
な
く
、
極
め
て
現
実
的
実
践

的
で
あ
る
。
上
述
し
た
と
こ
ろ
の
戦
争
中
か
ら
戦
後
お
よ
び
統
一
建
設
期
に
お
け
る
、
中
国
の
通
貨
信
用
政
策
の
俸
大
な
成
功
は
、

い
ろ
い
ろ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
理
論
と
実
践
と
の
密
接
な
関
連
性
、
抽
象
的
論
理
と
現
実
と
の
結

合
、
そ
の
よ
う
な
理
論
を
身
に
つ
け
た
活
動
家
が
以
前
か
ら
多
く
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
私
は
戦
争
当
時
、
日
本
側
通
貨
金
融

政
策
が
実
に
無
為
無
策
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
反
し
て
確
実
に
侵
透
し
つ
つ
あ
っ
た
解
放
地
区
の
適
確
な
通
貨
金
融
政
策
を
思
い

出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
通
貨
信
用
に
関
す
る
講
義
が
現
在
の
中
国
の
大
学
で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
学
生
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
理
論

を
身
に
っ
け
て
躍
進
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
経
済
建
設
に
挺
身
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
次
の
よ
う
な
話
を
思
い
出
す
。
香
港

滞
在
中
に
聞
い
た
大
商
杜
の
支
店
長
の
話
で
あ
る
。
華
潤
公
司
（
北
京
政
府
の
貿
易
機
関
）
の
二
階
に
は
、
よ
ほ
ど
の
理
論
家
で
あ

る
共
産
党
員
が
派
遣
さ
れ
て
指
導
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
彼
ら
の
打
つ
手
は
実
に
鮮
や
か
で
驚
歎
に
値
す
る
と
。
こ
れ
も
理
論

と
実
践
と
が
実
に
鮮
や
か
に
結
合
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
と
思
っ
た
。
余
談
は
さ
て
お
き
、
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」

に
つ
き
、
多
少
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
中
国
人
民
大
学
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
八
九
）
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学
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九
〇
　
　
（
九
〇
）

三

　
第
一
章
の
「
貨
幣
の
起
源
と
本
質
お
よ
び
機
能
」
は
、
第
一
節
「
交
換
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
貨
幣
の
生
成
」
、
第
二
節
「
貨
幣

の
本
質
と
そ
の
物
神
崇
拝
性
」
、
第
三
節
「
貨
幣
の
機
能
」
、
第
四
節
「
貨
幣
の
諸
機
能
の
歴
史
的
発
展
」
の
四
節
に
分
れ
る
。
ま
ず
、

貨
幣
の
成
立
を
、
簡
単
な
、
偶
然
的
な
価
値
形
態
か
ら
貨
幣
形
態
へ
の
追
求
と
し
て
、
極
め
て
困
難
な
間
題
を
簡
明
に
叙
述
し
、
最

後
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
貨
幣
は
一
つ
の
歴
史
的
範
蒔
」
で
あ
る
こ
と
、
「
貨
幣
は
自
然
発
生
的
産
物
」
で
あ
る
こ
と
、
「
貨
幣

は
交
換
発
展
の
必
然
的
産
物
で
あ
り
、
杜
会
的
労
働
と
私
的
労
働
の
矛
盾
の
発
展
の
産
物
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
（
一
四
頁
）
。

　
か
く
し
て
、
第
二
節
で
は
貨
幣
の
本
質
と
し
て
は
、
　
「
貨
幣
は
一
般
的
等
価
物
と
し
て
機
能
す
る
商
品
で
あ
り
、
自
然
発
生
的
に

商
品
生
産
者
の
杜
会
的
労
働
を
計
算
す
る
要
具
で
あ
る
」
（
二
五
頁
）
と
結
論
し
、
そ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
貨
幣

の
物
神
崇
拝
性
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
三
ハ
頁
）
。
次
い
で
、
　
「
貨
幣
は
他
人
の
労
働
を
占
有
す
る
手
段
と
な
り
、

貨
幣
は
転
じ
て
資
本
と
な
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
貨
幣
の
諸
機
能
を
簡
単
に
説
明
し
、
最
後
に
、
　
「
貨
幣
の

諸
機
能
は
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
内
在
的
関
連
を
も
ち
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
貨
幣
の
統
一
的
本
質
の
体
現
で
あ
り
、

一
般
的
等
価
物
の
機
能
の
体
現
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
四
六
頁
）
。

　
貨
幣
の
諸
機
能
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
第
四
節
に
お
い
て
歴
史
的
発
展
と
し
て
追
求
し
、
特
に
現
代
資
本
主
義
と
い
う
条
件
の
下

に
お
い
て
発
揮
す
る
貨
幣
の
新
し
い
機
能
の
内
容
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
貨
幣
は
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的

経
済
法
則
の
要
求
を
実
現
す
る
重
要
な
用
具
で
あ
る
。
…
…
…
独
占
組
織
は
最
大
限
の
利
潤
を
保
証
し
、
一
貫
し
て
国
民
経
済
の
軍



因
主
義
化
の
政
策
を
行
い
、
こ
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、
通
貨
膨
脹
は
不
可
欠
の
子
段
で
あ
る
。
通
貨
膨
脹
の
助
け
を
か
り
て
、

吸
血
鬼
は
人
民
の
財
産
を
自
已
の
財
布
に
窃
み
坂
る
。
こ
の
外
、
帝
国
主
義
国
家
は
ま
た
広
汎
に
貨
幣
を
利
用
し
、
経
済
上
か
ら
、

リ
て
の
他
の
国
家
、
特
に
後
進
国
家
を
支
配
な
ら
び
に
奴
隷
化
す
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
に
ょ
っ
て
奴
隷
化
さ
れ
た
国
家
に

お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
．
ド
ル
は
す
で
に
災
難
の
シ
ソ
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
」
と
（
四
三
頁
）
。

　
以
上
の
如
く
、
第
一
章
の
「
貨
幣
の
起
源
と
本
質
お
よ
び
機
能
」
の
説
明
は
、
極
め
て
困
難
な
間
題
を
簡
明
に
叙
述
し
て
あ
る
と

同
時
に
、
貨
幣
の
諸
機
能
の
最
後
の
部
分
で
、
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
貨
幣
と
独
占
資
本
の
最
大
限
利
潤
追
求
と
の
関
係
、
そ
れ

の
一
面
と
し
て
の
帝
国
主
義
の
後
進
諸
国
に
対
す
る
収
奪
、
殊
に
ア
メ
リ
ヵ
・
ド
ル
の
役
割
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
如
き
は
、
理

論
と
現
実
と
の
結
合
と
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

　
第
二
章
の
「
貨
幣
制
度
」
は
、
第
一
節
「
貨
幣
制
度
の
形
成
と
そ
の
構
成
要
素
」
、
第
二
節
「
複
本
位
制
、
複
本
位
制
か
ら
金
単

本
位
制
へ
の
移
行
」
、
第
三
節
「
金
単
本
位
制
と
そ
の
資
本
主
義
発
展
に
お
け
る
機
能
」
、
第
四
節
「
帝
国
主
義
と
資
本
主
義
の
全
般

的
危
機
に
着
け
る
貨
幣
制
度
」
の
四
節
に
分
れ
る
。
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
は
、
特
に
問
題
点
は
な
い
。

　
第
四
節
は
、
第
一
項
「
帝
国
主
義
グ
ル
ー
プ
と
植
民
地
従
属
国
グ
ル
ー
プ
の
貨
幣
制
度
」
、
第
二
項
「
幣
制
の
宗
定
性
を
破
壌
す

る
要
素
と
し
て
の
金
本
位
の
崩
壌
」
、
第
三
項
「
金
塊
本
位
と
金
為
替
本
位
」
以
三
項
に
分
れ
る
。
ま
ず
策
一
項
で
は
、
帝
国
主
義

と
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
に
お
い
て
は
、
　
「
貨
幣
制
度
は
帝
国
主
義
グ
ル
ー
ブ
と
植
民
地
従
属
国
グ
ル
ー
プ
の
貨
幣
制
度
に
分
け

ら
れ
る
。
少
数
の
帝
国
主
義
強
国
は
こ
れ
ら
の
方
法
を
採
用
し
て
、
自
已
の
植
民
地
従
属
国
の
貨
幣
制
度
に
対
す
る
覇
権
を
樹
立
し
、

植
民
地
従
属
国
の
人
民
大
衆
を
奴
隷
化
し
掠
奪
す
る
の
を
便
利
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
五
九
頁
）
。
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、

四
　
「
植
民
地
従
属
国
の
通
貨
を
、
一
定
の
比
率
で
宗
主
国
の
通
貨
と
固
定
し
た
連
系
に
お
き
、
前
者
を
後
者
の
附
属
物
と
し
、
同
時

　
　
　
中
国
人
民
大
学
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
九
一
）
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館
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九
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九
二
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に
、
比
率
の
確
定
は
宗
主
国
が
植
民
地
従
属
国
に
商
品
を
販
売
し
資
本
を
輸
出
す
る
の
を
有
利
」
に
す
る
よ
う
に
し
、
＠
　
「
宗
主

国
の
銀
行
が
植
民
地
と
従
属
国
に
お
い
て
価
値
符
号
の
発
行
権
を
独
占
」
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
（
七
九
、
八
○
頁
）
。

　
第
二
項
で
は
「
帝
国
主
義
時
代
に
は
、
金
本
位
の
一
切
の
基
礎
が
弱
体
化
し
た
」
と
指
摘
し
、
箪
三
項
で
は
金
塊
本
位
お
よ
び
金

為
替
本
位
は
い
ず
れ
も
金
本
位
弱
体
化
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
し
、
一
九
二
九
年
の
世
界
経
済
恐
慌
以
来
あ
ら
ゆ
る
資
本
主
義
国
家
は

紙
幣
流
通
制
度
に
転
向
す
る
に
至
っ
た
が
、
し
か
も
「
紙
幣
流
通
の
情
況
の
下
に
お
け
る
、
各
国
通
貨
の
絶
え
ざ
る
価
値
低
下
と
慢

性
的
崩
壌
は
、
正
に
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
目
増
し
に
深
化
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
（
六
四
頁
）
。

　
第
三
章
は
、
第
一
節
「
高
利
貸
信
用
」
、
第
二
節
「
貸
付
資
本
」
、
第
三
節
「
利
子
と
利
子
率
」
、
第
四
節
「
資
本
主
義
信
用
の
本

質
と
形
式
」
、
第
五
節
「
貸
付
資
本
市
場
」
、
策
六
節
「
信
用
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
機
能
」
の
四
節
に
分
れ
る
。
第
一
節
に
お

い
て
、
ま
ず
前
資
本
主
義
杜
会
に
お
け
る
高
利
貸
信
用
の
役
割
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
最
後
に
「
現
代
資
本
主
義
の
条
件
の
下
に

お
い
て
も
植
民
地
と
従
属
国
に
お
い
て
は
、
高
利
貸
が
な
お
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
」
、
し
か
も
ン
、
れ
が
帝
国
主
義
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
密
接
な
関
係
と
は
、
　
「
第
一
に
、
帝
国
主
義
・
封
建
主
義
お
よ
び
土
着
資
本
家

階
級
の
収
奪
と
圧
迫
に
よ
り
、
農
民
経
済
は
極
端
に
貧
困
と
落
後
に
陥
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
高
利
貸
の
発
展
に
有
利
な
条
件
を

与
え
る
。
第
二
に
、
帝
国
主
義
者
は
意
識
的
に
高
利
貸
の
活
動
を
保
留
し
強
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
国
家
に
対
す
る
支
配

と
掠
奪
を
強
化
す
る
」
と
（
九
四
頁
）
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
イ
ソ
ド
お
よ
び
旧
中
国
で
あ
る
と
し
、
毛
沢
東
主
席
の
言
葉
で
あ
る

「
帝
国
主
義
列
強
は
中
国
の
通
商
都
市
か
ら
辺
部
な
農
村
に
至
る
ま
で
、
買
弁
と
商
業
高
利
貸
の
収
奪
網
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
、
広



汎
な
中
国
農
民
と
ユ
、
の
他
の
人
民
大
衆
を
収
傘
す
る
の
に
都
合
よ
く
し
た
」
（
「
毛
沢
東
迷
集
」
第
二
巻
、
六
二
三
頁
）
を
引
用
し
て
い
る
。

　
第
二
、
三
、
四
、
五
節
に
つ
い
て
は
特
別
の
こ
と
も
な
い
が
、
第
六
節
の
「
信
川
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
機
能
」
に
お
い
て
、

信
用
が
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に
奉
仕
し
、
そ
れ
が
「
独
占
資
本
家
が
最
大
限
の
利
潤
を
獲
得
す
る
手
段
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
る
（
一
〇
四
頁
）
。
ン
、
れ
と
と
も
に
、
「
信
用
制
度
の
二
重
性
」
を
強
調
し
、
　
「
信
用
は
資
本
主
義
の
発
展
を
促

進
す
る
要
素
で
あ
り
、
…
他
面
に
お
い
て
、
信
用
は
ま
た
杜
会
主
義
へ
の
移
行
の
物
質
的
前
提
条
件
を
準
備
す
る
要
素
の
一
つ
で

あ
る
」
と
す
る
（
一
〇
二
頁
）
。

　
最
後
に
、
信
月
は
国
内
に
お
い
て
独
占
資
本
が
最
大
限
利
潤
を
追
求
す
る
手
段
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
対
外
的
に
も
、
　
「
信
用

は
帝
国
主
義
国
家
の
侵
略
と
拡
張
政
策
に
お
い
て
重
要
な
作
用
」
を
も
つ
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
例
と
し
て
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の

「
マ
ー
シ
ャ
ル
．
プ
ラ
ソ
」
を
あ
げ
て
い
る
（
一
〇
五
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
貸
付
資
本
と
信
用
の
間
題
を
論
ず
る
に
際
し
て
も
、
国
内

的
に
は
独
占
資
本
と
の
階
級
的
関
係
に
お
い
て
、
対
外
的
に
は
帝
国
主
義
国
と
植
民
地
従
属
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
間
題
を
常
に

現
実
的
具
体
的
に
取
扱
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
、
第
一
節
「
擬
制
資
本
」
、
第
二
節
「
株
式
会
杜
」
、
第
三
節
「
証
券
取
引
所
と
取
引
所
業
務
」
の
三
節
に
分
れ
る
。
第

一
節
で
「
有
価
証
券
の
相
場
は
決
し
て
そ
の
名
儀
上
の
価
値
で
決
ま
ら
ず
に
、
有
価
証
券
の
収
入
の
資
本
化
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ

れ
は
有
価
証
券
の
も
た
ら
す
収
入
に
正
比
例
し
、
利
子
率
に
反
比
例
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
正
し
い
が
、
そ
れ
を
算
式
で
示
せ

ば
と
し
て
、
善
嚢
墓
亨
封
事
苔
農
餅
小
ぐ
ソ
貫
．
一
姜
＞
と
し
て
い
る
が
・
こ
れ
は
書
当
一
苔
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
培
ヰ
き
“
栂

↓
膏
苔
義
暮
×
－
書
科
滞
６
詞
吉
芋
員
．
一
言
＞
■
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
思
、
つ
一
一
。
八
頁
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淳
ご
．
註
十
哉

　
擬
制
資
本
は
帝
国
主
義
時
代
に
は
大
量
的
に
膨
脹
す
る
と
い
い
、
そ
れ
は
「
株
券
お
よ
び
債
券
を
発
行
す
る
株
式
企
業
の
広
汎
な

　
　
　
中
国
人
民
大
学
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
　
（
武
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
九
三
）
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九
四
　
　
（
九
四
）

発
展
」
に
も
よ
る
が
、
　
「
他
の
重
要
な
一
原
因
は
、
国
債
の
大
量
増
加
で
あ
り
、
こ
の
国
債
の
増
加
は
、
帝
国
主
義
戦
争
に
よ
り
、

ま
た
国
民
経
済
の
軍
事
化
に
よ
る
」
と
し
て
い
る
（
一
一
一
頁
）
。
し
か
も
「
有
価
証
券
発
行
量
の
増
大
は
、
全
然
生
産
に
参
加
せ
ず
、

専
ら
利
札
切
に
よ
っ
て
生
活
す
る
寄
生
階
級
の
大
い
に
増
大
し
た
こ
と
を
意
味
し
」
、
こ
の
こ
と
は
「
資
本
主
義
の
寄
生
性
と
腐
朽

性
の
極
端
な
強
化
の
表
現
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
一
一
、
一
二
貢
）
。

　
第
二
節
で
は
株
式
会
杜
が
資
本
主
義
発
展
に
果
し
た
役
割
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
　
「
株
式
会
杜
の
発
展
は
、
同
時
に
ま
た
生
産

の
杜
会
性
と
私
的
資
本
主
義
的
占
有
形
態
と
の
問
の
矛
盾
を
尖
鋭
化
」
さ
せ
た
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い

（
二
三
頁
）
。
ま
た
、
株
式
会
杜
は
資
本
の
「
民
主
化
」
を
実
現
し
た
と
い
う
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
理
論
家
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
反
対
し
、

「
こ
れ
は
完
全
に
資
本
主
義
の
収
奪
を
隠
蔽
し
偽
臓
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
タ
ワ
言
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
実
体
を
曝
露
し
て
い
る

（
一
一
三
頁
）
。

　
第
三
節
で
は
、
証
券
取
引
所
が
資
本
主
義
の
発
展
に
積
極
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
「
有
価
証
券
投
機

の
中
心
」
で
あ
り
、
　
「
大
資
本
家
が
有
価
証
券
の
小
所
有
者
を
掠
奪
す
る
道
具
で
あ
る
」
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
（
二
七
、
一
一

八
頁
）
。
ま
た
、
取
引
所
投
機
が
経
済
恐
慌
を
尖
鋭
化
さ
せ
る
作
用
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
な
お
、
帝
国
主
義
の
段
階
に
お
い
て
は
、
擬
制
資
本
の
大
量
的
増
加
に
よ
っ
て
証
券
取
引
所
の
取
引
額
は
増
大
す
る
け
れ
ど
も
、

国
民
経
済
に
お
け
る
そ
の
役
割
は
却
っ
て
衰
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
「
帝
国
主
義
時
代
に
は
、
銀
行
の

集
積
お
よ
び
独
占
に
よ
り
、
銀
行
独
占
資
本
と
工
業
独
占
資
本
と
の
結
合
の
成
長
お
よ
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
銀
行
証
券
業
務

と
創
業
活
動
の
発
展
に
よ
り
、
有
価
証
券
取
引
の
大
部
分
が
少
数
の
大
銀
行
の
手
に
集
中
さ
せ
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
と
す
る
（
一

一
九
頁
）
。
結
局
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
い
て
は
大
銀
行
が
証
券
坂
引
所
そ
の
も
の
を
も
支
配
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
（
二
一
〇
頁
）
。



　
ま
だ
、
全
体
の
半
分
も
紹
介
し
な
い
う
ち
に
頁
数
を
費
し
過
ぎ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
紹
介
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
充
分
だ

だ
と
思
わ
れ
る
点
、
あ
る
い
は
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
興

味
深
い
。
な
お
、
本
書
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
ど
の
よ
う
な
間
題
に
つ
い
て
も
、
常
に
ー
現

実
と
の
関
連
に
お
い
て
、
殊
に
あ
ら
ゆ
る
貨
幣
信
用
問
題
を
国
内
的
に
は
階
級
的
な
立
場
か
ら
、
現
代
資
本
主
義
に
お
い
て
は
独
占

資
本
の
収
奪
と
い
う
観
点
に
集
中
さ
れ
、
対
外
的
に
は
帝
国
主
義
の
植
氏
地
従
属
国
に
対
す
る
収
奪
と
い
う
観
点
に
集
中
す
る
如
く

問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ン
、
の
意
味
に
お
い
て
理
論
が
極
め
て
階
級
的
に
現
実
的
で
あ
り
、
実
践
的
で
あ
る
。
第
五
章
以
下
も
同

様
の
論
法
で
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
大
学
に
お
い
て
、
貨
幣
信
用
に
関
す
る
講
義
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
深
い
関
心
を
も
つ
の
で
あ
る
。

中
国
人
民
大
学
「
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
」
　
（
武
藤
）

九
五
　
　
（
九
五
）




